
授業時間外の学修
【予習】予め次回の授業項目をアナウンスするので，図書室等を利用して各自で予習を行う．（30分程度）
【復習】授業ノート及び配付資料を参考に，受講生各自で毎回復習する．（1時間程度）
なお，不明な箇所については，必ず授業の前後又はオフィスアワー等を利用して担当教員に質問し，学びを深める．

授業の到達目標 農業の多面的な機能及び作物生産に起因する環境負荷について理解する． 【専門分野の知識・理解の育成】

授業概要

　農業は食料供給など公益的な機能を有する反面，生産性を追求した今日では環境負荷や食への安全性が懸念され
ることも否めない．本講義では，慣行農業における化学農薬・肥料や家畜排泄物によって生じている環境負荷につい
て学び，環境保全型の農業技術についてその仕組みを理解する．さらに，環境保全型農業の一つである有機農業の
現状について国内外の事例を知り，これからの農業が進むべき方向を考察することを目的とする．【知識・理解の育
成】
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講義内容に関する資料や参考となる図書を都度配布・紹介する．テキスト

授業前後の時間、及びオフィスアワーを利用
して質問を受け付け、授業内容の理解を深
める。

課題に対する
フィードバック

定期試験（80点）を実施し，課題提出及び受講
態度等（20点）を含めて総合的に評価する．

評価方法

授業の進展にそって、関連する参考書や資料等を適宜紹介する．

参考書

備考

関連する科目 　履修後に受講する科目：環境保全園芸論

授業の進め方と方法

毎回の講義内容を板書します。また、関連箇所については、資料を配付して説明します。

授業計画

授業は概ね以下の内容で進行する． 
０１．農業と地球環境
農業と地球環境の関係を学びます。
０２．農業のメカニズム
農業の機構について学びます。
０３．農業の多面的機能
農業が有する機能について学びます。
０４．慣行農業の環境上の問題点　（１）合成農薬
農業用薬剤について学びます。
０５．慣行農業の環境上の問題点　（２）化学肥料
植物の要素と肥料について学びます。
０６．慣行農業の環境上の問題点　（３）家畜排泄物
家畜生産から排出される排せつ物について学びます。
０７．環境保全型農業技術　（１）栽培法
環境保全型の栽培方法について学びます。
０８．環境保全型農業技術　（２）施肥法
環境保全型の肥料と施肥方法について学びます。
０９．環境保全型農業技術　（３）防除法
環境保全型の病害虫・雑草の防除方法を学びます。
１０．環境保全型農業技術　（４）リサイクリング
農業から排出される廃棄物と再利用について学びます。
１１．最新の技術動向
最新の農業技術について学びます。
１２．関連法令の動向
環境保全型農業に関する法令を学びます。
１３．有機農業（国内事例）
国内の有機農業の現状について学びます。
１４．有機農業（海外事例）
農業先進国の有機農業について学びます。
１５．持続可能な循環型農業
２１世紀に求められる持続農業を学びます。
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